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　初めに天地万物をつくられた神の御業を私たち

は「創造」と呼びます。「創造」という語は一般

的にも「創造的（クリエイティブ）な仕事」など

と用いられますが、教会では聖書に由来するキリ

スト教教理の術語です。ヘブライ語聖書の「創造

する（バーラー）」という動詞の主語は神にしか

用いられません。人間や何かがモノを「創造する」

ことはできないのです。

　通常、創造は全知全能の父なる神の働きに帰さ

れますが、そこをウェストミンスター信仰告白は

慎重に父・子・聖霊の三位一体の神の働きである

としています。御子なるキリストによる創造とは

イメージが難しいかもしれません。しかし、「御

子による創造」という教えは参照聖句にあるよう

に新約聖書のヘブライ書1章2節やコロサイ書1

章16節から与えられます。キリストによる創造

の意義は、イエス・キリストが永遠の昔から神の

子であったことを保証し、御子が父と同じ権威を

もつ神であることを指し示すところにあります。

御子による創造は父の創造と異なるわけではあり

ません。また、聖霊による創造については創世記

やヨブ記の参照聖句をご覧ください。要点は、創

造は三位一体の神がそれぞれに関与しながら果た

された行為だ、ということです。

　ウ告白は聖書の重要な教えである「言葉による

創造」に触れていませんが、参照聖句をみればヨ

ハネ福音書1章2節3節が挙げられています。こ

の教理の重要性は、創造と救いとの関係にありま

す。初めにすべての存在と生命を創造した神の言

葉が、キリスト・聖霊・聖書を通して、今も私た

ちの内に新しい命を造ります。

　創造の目的は、神ご自身の栄光のためです。被

造物の上に、神の永遠性、力、知恵、慈しみが現

れる時、そこで神の栄光が知られます。「それは、

極めて善いものだった」といわれるように、神が

「善いもの」を造ろうとされたということ以外に、

私たちは創造の動機も目的も知ることができませ

ん。そしてローマ書でパウロが言う通り、私たち

は罪に捕われているために、神の創造の素晴らし

さを神の栄光に帰することができず、それを感じ

取ってもそのまま自然や人間を拝んでしまう性質

をもっています。「何故、神様は世界を造ったの？」

「何故、神様は私を造ったの？」という根本的な

質問への答えは、神が善いものを造られたという

他には説明することができません。

　神によって創造されたのは「天地とその中に生

きるもの」とですが、教理から学ぶ天地は「空と

大地」ではなくて、見えるものの世界と見えない

ものの世界です。天使は見えないものの世界に属

します。また、「万物」とはモノに限りません。

ありとあらゆる存在のすべてが被造物です。です

から神に等しかったり、神を超える思想などもあ

りえません。

　「無からの創造」はこれに関係しています。「無」

とは何か、という禅問答とは別の関心です。私た

ちは神の創造以前に立ち入ることはできない、と

いう創造者と被造物の間の断絶が、この「無」と

いうことの中に現れています。神がすべての源で

あって、神が万物の創造者です。

　すると、罪や悪、サタンもまた神の創造かとい

う理屈が成り立ちますが、そうではなくて、神の

創造は全くの「善き創造」です。創造とは与える

行為です。神の創造に悪意は存在しません。罪は

第一に人間の背きに原因があります。創造時の祝

福を破壊したのは人間の責任です。私たちはその

ような罪の悲惨の中にありながら、神が万物の創

造者であり、その最初の祝福を取り去らないで救

いの計画をもっておられると知ることは、私たち

にとって大きな慰めです。私たち自身も世界もと

もに「神のもの」と知ることは、現代の世界にとっ
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ても緊急の必要であるはずです。自分で確信する

のと同時に、創造者である神を世に対して告白す

るのも私たちの大切な役目です。

　人間の創造に関する聖書の教えについては、ま

ず、神が人間を造られたのは他のすべての被造物

が造られた後だ、ということが挙げられます。そ

れは人間の創造が天地創造のクライマックスをな

し、人間が生まれる前にそのすべての必要が整え

られていたことを指します。厳密に言えば、聖書

は人間の創造を必ずしも最後の段階としてはいま

せん。創世記1章の記述によれば、神が6日目に

お造りになったのは、陸の獣と人間、そして植物

という順序になっています。また、2章の記述に

従えば、まず人間が土から造られて、その後、彼

のパートナーとして動物たちが造られます。です

から、「最後の創造」はその価値を表すものであっ

て、人間が神のかたちを賦与されて、全被造物を

治めるよう地上に「派遣される」ことへと結びつ

きます。人間が造られてようやく神の創造は完成

し、被造物全体に神の祝福が満たされます。

　創世記2章から読み始めると神が最初に造った

人間はアダムのようですが、創造の秩序を語る1

章では「男と女に創造された」とあります。です

から、男女の性別は創造に基礎付けられた基本単

位で、三位一体の神が決して孤独には存在されな

いように、人間は決して一人孤独に造られたので

はありません。人間は初めから社会性をもち、人

との交わりをもって地上に置かれました。この詳

細は創世記2章に引き継がれて語られます。

　聖書における「魂（ネフェシュ）」という用語

は肉体と霊魂とを分離して考えるギリシャ的人間

観とは異なって、人の全人格を総合的に捉える言

葉です。人間は塵から造られた肉体でのみ存在す

るのではなく、神が与えた精神性を豊かに備えて

います。肉体と精神という二つの側面から人間の

全体を捉えるのが聖書の人間観であって、本来神

の属性でしかない「不滅性」は、この精神におい

てのみ捉えられます。理性的で、不滅性を帯びた

霊魂は、神の不滅性を捉えうる優れた精神、とし

てよいと思います。

　人間の創造という教理において最も重要なのは

「神のかたち」における創造という教理です。こ

こには解決の困難な問題があって、そもそも外形

的な「かたち」を持たない神の「かたち」とは一

体何かということで、それ故に、この教理には多

大な議論が費やされています。ウ告白では、これ

をパウロの言葉遣いを用いて「知識と義と真のき

よさ」という人間の内面性に当てはめています（コ

ロサイ3:10, エフェソ4:24）。しかしパウロが述

べる「知識と義と聖」はキリストに贖われて聖霊

を宿すようになった「新しい人」の属性です。従っ

て、「神のかたち」は本来創造の時点で人間に与

えられていたものの、堕落によって失われてし

まった真の人間性であるといってよいでしょう。

そして神の子キリストにおいて私たちは「神のか

たち」を知らされ、聖霊によってその真のかたち

を回復させられます。堕落したとは言え、すべて

の人間は神の似姿をもつ故に、その命の尊厳は最

高度に尊ばれます。これは聖書が教える倫理観の

要になる教理として覚えたいところです。

　パウロはローマ書2章14節以下で「心に記され

た神の律法」と人間の良心について述べています

が、これも「知識・義・聖」という神のかたちに

含めて考えることができます。創造の時点で人間

は、その心の律法に従う能力をもっていました。

それは神が人間に与えた、意志の自由と関わりま

す。人間は、自由な意志で神に従うことができる

と同時に、その自由を用いて神に背くこともでき

ました。これは人間の創造についての神の特別な

お考えと言わざるを得ません。さらに、神は人に

心の律法ばかりではなく、外部に定めた掟をも与

えました。「善悪の知識の木」から食べてはなら

ない、という命令があり、この掟の下に人間の側

からの積極的な服従が表示されていました。この

秩序の下に、創造時の人間の幸福が示されていま

す。ここには、本来あるべき人間の初めが描かれ

ていると同時に、そこへと回復される終わりがあ

ります。	 （牧野信成）
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　今から130億年程前に光の玉が爆発して宇宙が

誕生したと言われます。ものすごく大きな電子望

遠鏡が作られて、それで宇宙の広さを測るとそん

なこともわかってくるのだそうです。不思議なこ

とに聖書も宇宙の始まりには光があったと書いて

います。真っ暗闇の中に目も開けられない程の眩

しい光が現れて、その光が爆発の力で広がって、

たくさんの星が生まれました。

　でも、聖書が書いていることはちょっと違って

います。「初めに、神は天地を創造された」とあ

ります。望遠鏡で宇宙を調べても、誰が光の玉を

用意して、誰がそれを爆発させたのかはわかりま

せん。実際にそれを見た人は誰もいませんから、

コンピューターで計算して、宇宙が生まれたのが

どれほど昔か計ってみただけです。ただ聖書には、

神さまが天地を造ったと書いてあります。「天地」

とは宇宙の全体のことです。

　明るい太陽の光が差し込む中に、私たちが住ん

でいる美しい地球も生まれました。神さまはそこ

にたくさんの生命が宿ることができるように、一

つ一つを準備してゆかれます。明るい昼の時間に

は、あとで植物や動物が太陽の光をいっぱい浴び

て元気になることができるようにしました。夜の

時間にはみんなが静かに眠ることができるように

小さな月が暗闇を照らすようにしました。地球は

空気に包まれて生き物が呼吸できるようになり、

青く明るく輝く大空と、青く深く輝く海がわかれ

て、その海のなかに渇いた大地が造られました。

　陸には草や木が生えました。湿ったところには

コケが生えました。草や木は種を飛ばしてどんど

ん仲間を増やして、広々とした草原や深い森にな

りました。中には美味しい実をつける木もありま

した。海辺のヤシの実には甘いジュースが密かに

隠れていました。

　こうして食べ物が十分できてから、神さまはそ

の大空の中を自由に飛び回るように鳥を造りまし

た。また青い海を自由に泳ぎ回ることができるよ

うに魚を造りました。もちろん、イルカもクジラ

も、イカやタコもいたはずです。陸にも色々な動

物たちが造られました。今はもういなくなってし

まったティラノザウルスやマンモスもいました。

蛇やワニやゴキブリも元気に地上を這いずり回っ

ていました。神さまはご自分のお造りになったす

べての生き物にむかって、「命を生みなさい、増

え広がりなさい」といって、そうすることができ

るように祝福を与えました。神さまの言ったこと

はすべてその通りになります。「光りあれ」といっ

たらその通りになったように。すべてのものは神

さまの言葉によってつくられます。

　そしていよいよ最後に人間が造られました。神

さまは人間を男と女にお造りになりました。人間

もまた他の動物と同じように増え広がっていくた

めに、そして、男と女が互いに助け合って生きて

いくために、神さまはそうしてくださいました。

人間が最後に造られたのには特別な意味がありま

す。神さまは人間をご自分に似せてお造りになり

〔単元のねらい〕

　善き創造はキリスト教的世界観の粋ですが、どのように子どもたちにこれを語り継ぐのかが教会の課

題です。進化論との対決でのみ創造を教えるのは聖書の啓示に対する理解を欠きます。創世記1章の記

述を、神の喜びを感じ取りながら、一日一日ずつを絵本をめくるように語ることができれば素晴らしい

と思います。大切なのは、創造という出来事から神の愛を信じることです。

よい世界をつくったよい神さま
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ました。もちろん、神さまには体はありませんか

ら、目に見えるかたちはもっていません。けれど

も、人間は神さまと似ていますから、神さまの言

葉がわかります。神さまの心がわかります。それ

で、神さまに代わって大事な仕事をすることがで

きます。その仕事とは、神さまのお造りになった

大切な地球とその中で生きているすべての命を守

ることです。

　こうして最後に人間が造られて宇宙は完成しま

した。太陽の光を浴びて青く輝く地球と、その中

にいっぱいに満ちている生き物をご覧になって、

神さまは喜んでこう言われました、「ほら見てご

覧、なんて素晴らしいんだ」。創造の完成をお祝

いして、神さまはその日をお休みにしました。

　私たちが生きているのは、神さまがお造りに

なった素晴らしい世界です。それがどんなに美し

くてどんなに不思議なものか、もしまだ気がつい

ていなかったら、どうぞ見にいってください。神

さまが「見てご覧」と言っていますから。高い山

に登れば、どこまでも続く山並みに夕陽に染まっ

た雲がかぶさり、日が沈むにつれて反対側から明

るい月が一番星を連れて上ってくるのに出会いま

す。海に潜ってみるのもいいかもしれません。私

には経験がありませんけれども。海の中で一番数

が多い生き物はイカなんだそうです。普段は深い

ところにもぐっているので、どれだけの数がいる

のかわからないのですが、ときどき上の方に浮か

んで来て、ぼうっと光ります。そうすると、空か

ら見ると暗い海がぼんやり光っているのがわかる

のだといいます。もっと不思議なのはイカの眼で

す。体は単純そうに見えますが、イカの眼は人間

に近いぐらい精巧にできているのだそうです。暗

い海の中にいて体もふにゃふにゃで難しいことは

できそうもないのに、何でそんなに眼が発達して

いるのかよくわからないと学者が言っています。

神さまがお造りになった世界は不思議に満ちてい

ます。遠くに出かける必要もありません。道ばた

に咲いている花を注意深く観察してみてくださ

い。また、草花に寄って来る虫をよく見てくださ

い。生きているのがとても不思議に思えて来ます

から。

　でも、残念なことに私たち人間は、この素晴ら

しい世界を大切にしません。もっとお金が欲しい

から、便利なくらしがしたいからといって、どん

んどん木を切り倒し、工場を造って空や海を汚し

ます。鳥や動物たちは住むところが無くなって、

数が減っていってしまいます。そうなれば、人間

だって生きづらくなってしまうのに、それがわ

かっているのに、大切な地球を守ることができま

せん。何故ならば、それは人間が、神さまに造ら

れたことを忘れてしまったからです。人間が神さ

まに背いて世界も悪くなった、と聖書が教えてく

れます。

　たとえ人間がどんなに悪くなっても、私たちの

住む地球が汚れてしまっても、神さまの造った素

晴らしい世界は、まだ、生きています。神さまが

世界に与えた祝福の力も、まだ、働いています。

人間には、この大切な地球を守る仕事が与えられ

た、と言いました。その仕事も、まだ、終わって

はいません。神さまは、罪を犯した私たちを見捨

ててしまったのではありません。だから、イエス

さまが来て、私たちが神さまの恵みに気がつくよ

うに、十字架にかかって死んでくださったのです。

そして復活して、神さまの力を教えてくださった

のです。神さまは、ご自分のお造りになったもの

すべてを、まだ、愛し続けておられます。

　だから、私たちは神さまがお造りになったすべ

ての良いものを大切にしたいと思います。自然を

守るのも、人間を守るのも、神さまがお命じなっ

たことです。それは、世界が神さまの祝福を受け

て幸せになるためです。人間が特別なかたちをし

ていて、神さまの言葉と心がわかるようにされた

のは、人間にしかできない大切な仕事があるから

です。神さまは私たちに食べ物も着る物も住むと

ころもすべてを与えてくださいますが、それで世

界を壊していいとは言っておられません。みんな

が一緒に生きて、神さまの素晴らしさをあらわす

ことができるように、自分自身のことも他の人の

ことも、鳥も魚も動物も、すべての命を大切にし

たいと思います。	 （牧野信成）

	〔今週の暗唱聖句〕	 創世記 1章31節

神はお造りになったすべてのものを御覧になった。見よ、それは極めて良かった。
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	 9月14日	 天地創造	 幼稚科

〈ねらい〉

　宇宙、そして人間が住む地球とその中にあるす

べてのものを「良いもの」としてお造りくださっ

た神さまの愛を知り、喜びます。

〈お話〉

　真っ暗で、まだ何もない時、神さまは「光あれ」

と言われました。すると、明るい、暖かい光が、

誕生しました。このようにすべてのものは、神さ

まの言によって造られたのです。夜は、「早くお

やすみなさい」と、小さな月の光が照らす静かな

暗やみをおあたえくださいました。ぐっすり眠っ

ている間に、子どもは毎日少しずつ体が大きくな

ります。

　広い空、青い海、野原も山もお造りくださいま

した。そこで、ぼくたち・わたしたちは、走った

り、転がったり、飛んだり、元気に遊んでいます

ね。

　草や木、きれいな花や、わたしたちの体に必要

な野菜や果物、おいしい空気も水も神さまは、ちゃ

んと用意してくださいました。

　空を飛ぶ鳥、海の中を泳ぐ魚、地に住む動物

……そしてそれらの生き物と、仲良く助け合って

暮らすようにと、神さまは、人間をお造りになり

ました。

　神さまが、お造りになったすべてのものを見る

時、神さまがどれほど、ぼくたち・わたしたち人

間のことを愛してくださっているかよくわかりま

す。

〈暗唱聖句〉

　「神はおつくりになったすべてのものをごらん

になった」	 （創世記1:31）

〈さんび〉

　『かみさまにかんしゃ』85番

	 （「こどもさんびか」日本基督教団出版局）

①「天地創造」に関する絵本（紙芝居）など見ながら〈お話〉をします。　暗唱聖句を覚えます。

②ゲーム：「そら・うみ・りく」

　・地面（床）に1～2m ほどの円を3つかいて、それぞれを「そら」「うみ」「りく」とします。

　　（室内の場合は、ロープなどで輪を作って、床に置きます）

　・子どもたちは円の外に立ち、教師が、鳥の名前（例：スズメ）を言ったら「そら」の円に入り、動

物や植物の名前（例：ネコ・リンゴ）を言ったら「りく」の円に入り、魚の名前（例：クジラ）を

言ったら「うみ」の円に入ります。

＊空・海・陸にすむ生き物と、人間が、仲良く助け合って暮らすように、神さまはすべての「良いもの」

をぼくたち・わたしたちに、与えてくださったことを感謝します。
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　対話の手がかりとして……。

①なぜこの世界が存在し、その世界に私が存在す

るのか。そんなことを一度は考えたことがある

のではないはないでしょうか。特に、辛い出来

事を経験したり、自分の将来について真剣に考

え始めた時、どうしても自分の存在の意味を問

わずにはおれないと思うのです。そのような時、

聖書の最初に記されている天地創造の物語は、

私たちに大切なことを教えてくれます。

②創世記の最初の部分に記されている「天地創造」

の物語は、誤って読まれることがあります。そ

れは、世界はどのような経緯で出来上がったの

かということです。確かに宇宙や世界の成り立

ちについて知ることは大変興味深いものがあり

ます。でも残念ながら、聖書はそのような意図

で、天地創造の物語を記してはいないというこ

とです。大事なのは、あなたが存在する意味を

教えているということです。

③もし世界がよく分からない不思議な力によって

誕生したのならば、そこに存在する私たちもよ

く分からないまま、ここにいるということにな

ります。偶然に、たまたまここにいるだけなの

です。もしそうだとするならば、自分の人生に

意義付けをするのは、あなた自身です。要する

に、あなたの力や知恵によって、自分の人生を

意味あるものにしなさいということになるので

す。そしてそれができない人はダメな人間と見

なされてしまうのです。あるいは、このように

考える人もいるでしょう。自分はいてもいなく

てもどっちでもよかったのだ。たまたまここに

いるだけなのだからと、空しい思いに囚われる

こともあるでしょう。

④でも聖書は語ります。この世界を造り、あなた

に命を与えたのは神なのだと。あなたはたまた

まそこにいるのではありません。自分の力に

よって、自分の人生を築き上げていく必要もあ

りません。大事なのは、「光あれ」とおっしゃっ

た神の言葉に耳を傾けることです。そこで聞こ

えてくる言葉は「極めて良かった」と喜びと満

足を表しておられる神の声です。あなたは、自

分のことをどう思いますか。好きな部分もあれ

ば、どうしても見られたくない嫌な部分を知っ

ているかもしれません。自分が生きている意味

すら見失うこともあるでしょう。でも、あなた

がここにいてくれとても良かったとい言ってく

ださる方が、最初からおられるのです。この喜

びの音色があなたの人生の中で消えることなく

鳴り響いています。

⑤たとえ、自分のことを心から愛することができ

なくても、あるいは、罪に苦しんでいたとして

も、神様は、今、イエス・キリストの十字架を

とおして、あなたを見ていてくださいます。あ

なたは神に愛され、赦されている存在です。混

沌とした闇の中に光を造り出してくださったよ

うに、あなたの中にある闇に神は必ず光を与え

てくださいます。いや既にその光が与えられて

いるのです。どうか、神様の言葉を聞き続けて

ください。神様のために、あなたが用いられる

ことを祈り続けてください。神様は祈りに答え

てくださり、具体的な道を示してくださるはず

です。
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